
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ロア=クラフティ

レクイエム

ロマネスク

10

絶望

2109

煉獄

40
バラバラ

動く死体

駄目な子

支配者

放置

何が起きたのか、すぐ顔の横にあなたの手が脚が、ちぎれ転がっている。体が引き裂かれ、あなたは人形のように砕け散ったのだ。あの時あなたはすぐに死んだのか？　それとも……今と同じ、動くしたいだったのだろうか？

あなたが誰かの死を悼む。目の前で死んでしまったあの人。誰かは思い出せないあの人。けれど、ああ、あの人の死体が起き上がる。動き出す。生き返ったのかと思ったあなたを。その人の爪と歯が襲った。

君は誰よりも駄目な子だった。だから捨てられたのか？ 　組織で使いものにならなかった君は結局もう一回人生をやり直せと言われた。 そのわりにこの大役、実は期待されていた？

君は先生だった。だがあろうことは此処は中高並立校だった！ つまり君が一番年下だったのだ。 君は何時も台の上に立って黒板を書いていた。 皆から向けられる奇異の視線、それで着いたあだ名は『こどもせんせい』、酷い名前だ。 でも皆優しかった、だから皆利用する事が出来た。 君は生徒を地下に運び研究をさせた。レンを使って君は此処の施設を壊す為の装置を……作ろうとしたんだけど。 レンは全然言う事を聞かない。だからこう言ってやった。 「うまくやればきっとどこかに連れてかれたお前の子供に会えるかもしれないね！」って……

君は放置された、ずっと待っていた。 助けられると思っていた。なのになのになのになのに ずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっと ずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっと 誰ひとりとして君は助けてもらえなかったんだ。 可哀そうに、君は考えるのをやめてそして眠りについた。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1

揺加護:愛/上限4 

智愛:愛/上限4
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電磁機関

戦闘習熟

薔薇の誓い

開幕射撃

支援機構

魔素順応

電気節約

コンダクター☆3

タンデム☆6

気配り

瞬間奇襲

見透かし

並行制御

サポートエース☆3

愛の声援

タクティカル☆6

生存戦略

沈黙戦略

煉獄の軍師

自己混沌：創造：『喪失の押し付け』

ブランクエーテル

転生★1

魔女

優美

禁断の書物

美の証明
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最大行動点+1　電力1（戦闘又はターンの開始時に電力Xを得る。）

攻撃出目+1　自身の連撃時攻撃出目+1

コストとして薔薇5本を支払う。　「アクション」以外のマニューバ1つの効果を打ち消す。これは打ち消されない。ターン中に1度しか使用できない。

バトルパート開始時、任意の「アクション」マニューバ１つをコストを－１して「ラピッド」として宣言してよい。

あなたの「うで」、「あし」の効果量を＋１する。

あなたが支払う魔素のコスト-1（最低１）

自身の超過に必要な電力を-1してよい。（最低1）

あなたの支援、妨害の効果量＋X[X=寵愛点÷2000(切り上げ)]（最低１）

あなたの行う対話判定回数＋1、対話判定出目＋X[X=寵愛点÷1000(切り上げ)]（最低１）

バトルパート中「アクション」以外のマニューバの最大射程を＋1してよい。

対象は「ジャッジ」としてアクションを宣言しそのマニューバを即時処理する。　

対象が宣言した「ラピッド」「ジャッジ」「ダメージ」マニューバを無効にする。そのマニューバはターン中マニューバの効果や再度使用可能にすることで宣言することが出来ない。

自身が宣言したアクション以外のマニューバ1つをコスト0で再度宣言する。　

あなたの支援、妨害の効果量＋X[X=寵愛点÷2000(切り上げ)]

支援5、このマニューバは何度でも宣言して良い。ただし1回の判定に1度まで。

あなたの対話判定回数＋X[X＝寵愛点÷1000（切り上げ）

対象の「オート」が効果を発動した時、対象にスタッグ処理に関係なく宣言して打ち消してもよい。

対象の「アクション」以外のマニューバ１つをカウント中「効果無し」にする。

戦闘開始から1カウント経過後から使用可。あなたが煉獄に居る時、任意のマニューバ１つを即時再度使用可能にする。

あなたの意思は既に内側へと向いた。本当に残念だ。貴方が宣言した支援を妨害として、妨害を支援として宣言しても良い。又、対象が持つ固有結界１つの効果をラウンド中無しにする。

マジカル/あなたは任意の「クラス」１つを取得する。取得したクラスを自由に変更してよい。（強化点、スキルは取得できずクラスを２つ取得している場合、特化スキルを取得する事が出来る。）

最大行動値+1、アクションコスト-1

武装/任意強化値+2

あなたの[あし]と付くマニューバの効果を＋１する。

あなたは宝物「本」を取得。このマニューバの効果によって取得した本を「ラピッド/1/0～2　「オート」、「ラピッド」、「ジャッジ」、「ダメ―ジ」を無効にする。」という効果で宣言して良い。宝物「本」が破壊された場合姉妹全員狂気判定を行う。

あなたはあなたが持つ使用回数に制限が有る[オート]１つの使用回数を＋１する。
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